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【 交流拠点 国際ポートターミナル 】 

～ 仏教伝来の地碑 ～ 
 

金
屋
河
川
敷
公
園
の
堤
の
上
に
高
さ
三
．

八
メ
ー
ト
ル
の
仏
教
伝
来
の
碑
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
昔
、
海
石
榴

つ

ば

市 い
ち

と
呼

ば
れ
、
大
阪
（
難
波
津
）
か
ら
大
和
川
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
到
着
す
る
船
着
場
が
あ
っ
た
場

所
で
、
外
国
か
ら
多
く
の
使
者
や
物
資
が
上

陸
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
欽
明
天
皇

の
時
代
に
、
百
済
（
現
在
の
韓
国
西
部
）
の

聖
明
王
か
ら
の
使
節
も
こ
の
地
に
上
陸
し
、

仏
像
と
経
典
を
贈
り
、
仏
教
の
信
仰
を
す
す

め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
桜
井
市 

金
屋
） 

 


